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一
、
は
じ
め
に

　

ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
は
、
芥
川
龍
之
介
が
そ
の
文
学
を
形
成
す
る
に
あ

た
っ
て
、
強
い
影
響
を
受
け
た
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
行
研
究
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
端
緒
と
言

え
る
の
は
一
九
三
四
年
九
月
の
『
浪
漫
古
典
』
に
発
表
さ
れ
た
根
津
憲
三
「
ア

ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
を
通
し
て
見
た
芥
川
龍
之
介
」
で
あ
ろ
う
）
1
（

。
根
津
は
ま

ず
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
）
2
（

と
芥
川
に
都
会
人
か
つ
読
書
人
と
い
う
共
通
の
性
質
を
見
出

し
た
う
え
で
「
主
知
主
義
よ
り
懐
疑
主
義
を
経
て
厭
世
主
義
に
至
」
っ
た
思
想

的
過
程
に
共
通
点
を
見
出
し
た
。ま
た
、「
西
郷
隆
盛
」「
南
京
の
基
督
」
と
い
っ

た
具
体
的
な
芥
川
の
作
品
名
を
挙
げ
、
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
を
指
摘
し
て
い

る
。一
方
で
根
津
は
両
者
の
相
違
点
に
つ
い
て
も
強
調
し
て
い
る
。即
ち
、Ａ
・

フ
ラ
ン
ス
が
「
楽
観
的
厭
世
主
義
者
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
芥
川
が
「
悲
観

的
厭
世
主
義
者
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
作
品
の
傾
向
に
つ
い
て
も
Ａ
・
フ
ラ
ン

ス
は
「
全
体
に
於
て
叙
事
詩
的
精
神
で
あ
る
」
の
に
対
し
、
芥
川
は
「
寧
ろ
抒

情
的
精
神
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
両
者
の
思
想
や
作
品

の
間
に
「
如
何
と
も
し
難
い
懸
隔
」
が
あ
る
と
し
、
そ
の
根
底
に
「
西
方
人
と

東
方
人
と
の
精
神
の
相
違
」
を
見
て
、
両
者
の
類
似
は
「
極
め
て
顕
著
で
あ
り

な
が
ら
、
而
も
、
案
外
皮
相
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
ざ
る
を
得
な
い
」

と
結
論
し
て
い
る
。
こ
の
論
に
お
け
る
「
西
方
人
と
東
方
人
と
の
精
神
の
相
違
」

の
強
調
は
一
九
三
四
年
と
い
う
時
代
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

単
に
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
を
指
摘
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
相
違
点
に
ま
で
言
及

し
た
点
は
評
価
で
き
る
）
3
（

。

　

戦
後
に
な
る
と
、『
タ
イ
ス
）
4
（

』
の
「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
伝
」（『
新
小
説
』

一
九
一
九
・
三
）
へ
の
影
響
を
指
摘
し
た
安
田
保
雄
）
5
（

、「
聖
女
ユ
ウ
フ
ロ
ジ
ー

ヌ
」
の
「
奉
教
人
の
死
」（『
三
田
文
学
』
一
九
一
八
・
九
）
へ
の
影
響
を
指
摘

し
た
森
啓
祐
）
6
（

な
ど
、
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
作
品
か
ら
芥
川
作
品
へ
の
具
体
的
な
影
響

関
係
を
新
た
に
指
摘
す
る
論
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
芥
川
が
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス

に
言
及
し
た
資
料
を
ま
と
め
た
広
瀬
朝
光
）
7
（

や
、
芥
川
が
ど
の
程
度
Ａ
・
フ
ラ
ン

芥
川
龍
之
介
と
『
タ
イ
ス
』

│
│ 

手
沢
本
に
見
る
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
受
容
の
諸
相 

│
│

安
　
陪
　
　
　
岳
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ス
の
作
品
を
読
ん
で
い
た
か
を
具
体
的
に
考
察
し
た
本
多
文
彦
）
8
（

の
論
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
か
ら
芥
川
龍
之
介
へ
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て

は
、
比
較
文
学
の
視
点
か
ら
両
者
の
思
想
・
作
品
の
類
似
点
／
相
違
点
な
ど
が

論
じ
ら
れ
、
創
作
へ
の
具
体
的
な
影
響
を
考
え
る
論
も
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
見
渡
し
た
と
き
、
一
つ
の
盲
点
を
見
出
さ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
即
ち
、
芥
川
に
お
け
る
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
受
容
を
考
え
る
際

に
、
芥
川
が
実
際
に
読
ん
だ
手
沢
本
の
調
査
と
い
っ
た
実
証
的
な
研
究
が
看
過

さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
芥
川
の
旧
蔵
書
は
日
本
近

代
文
学
館
に
芥
川
龍
之
介
文
庫
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
Ａ
・
フ
ラ

ン
ス
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
日
本
近
代
文
学
館
よ
り
『
芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録　

増
補
改
訂

版
』（
二
〇
二
三
）
が
刊
行
さ
れ
、
芥
川
龍
之
介
文
庫
の
洋
書
に
関
し
て
悉
皆

調
査
を
行
っ
た
澤
西
祐
典
に
よ
り
『
芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
海
外
文
学
受
容　

旧
蔵
書
越
し
に
見
え
る
風
景
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
二
五
）
が
出
版
さ
れ
る

な
ど
、
芥
川
龍
之
介
の
海
外
文
学
受
容
を
考
え
る
う
え
で
蔵
書
研
究
は
前
提
と

な
っ
た
と
言
え
る
。

　

本
稿
は
こ
う
し
た
観
点
に
立
ち
な
が
ら
、
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
と
芥
川
の
関
わ
り

を
『
タ
イ
ス
』
と
い
う
一
つ
の
作
品
の
受
容
か
ら
考
え
て
み
た
い
。『
タ
イ
ス
』

は
芥
川
が
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
作
品
中
、
英
訳
で
読
ん
だ
最
初
の
作
品
で
あ
り
、

「
仏
蘭
西
文
学
と
僕
」（『
中
央
文
学
』
一
九
二
一
・
二
）
の
な
か
で
「
今
で
も

フ
ラ
ン
ス
の
著
作
中
、
一
番
面
白
い
の
は
何
か
と
問
は
れ
れ
ば
、
す
ぐ
に
僕
は

「
タ
イ
ス
」
と
答
へ
る
」
と
述
べ
る
な
ど
、
芥
川
に
お
け
る
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の

受
容
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
第
二

節
で
丸
善
を
通
じ
た
、
一
九
〇
九
年
に
始
ま
る
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
英
訳
本
の
輸

入
に
つ
い
て
確
認
し
た
う
え
で
、
芥
川
龍
之
介
文
庫
所
蔵
の
手
沢
本
『
タ
イ

ス
）
9
（

』
が
日
本
で
初
め
に
流
通
し
た
『
タ
イ
ス
』
の
英
訳
本
で
あ
る
ロ
ー
タ
ス
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
で
は
な
く
、
や
や
遅
れ
て
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
ボ
ド
リ
ー
・

ヘ
ッ
ド
版
『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
品
集
』
の
一
冊
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
そ
の
出
版
の
経
緯
を
確
認
す
る
。
以
上
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
第
三
節
と

第
四
節
で
は
日
本
近
代
文
学
館
に
所
蔵
の
手
沢
本
『
タ
イ
ス
』
の
書
き
入
れ
か

ら
芥
川
が
ど
の
よ
う
に
『
タ
イ
ス
』
を
受
容
し
た
か
を
具
体
的
に
考
察
す
る
。

　

芥
川
龍
之
介
は
ど
の
よ
う
に
『
タ
イ
ス
』
と
出
会
い
、
そ
れ
を
読
ん
だ
の
か
。

本
稿
で
は
そ
の
問
い
か
ら
見
え
て
く
る
諸
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
芥
川
が
読
ん
だ
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版

　
　『
タ
イ
ス
』
に
つ
い
て

　

日
本
に
お
け
る
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
受
容
に
つ
い
て
網
羅
的
な
研
究
を
行
っ
た

唄
修
は
、
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
紹
介
が
新
聞
紙
上
な
ど
で
明
治
二
〇
年
代
か
ら
あ

る
も
の
の
、
丸
善
を
通
し
て
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン

ス
作
品
集
』
な
ど
の
英
訳
本
が
輸
入
さ
れ
る
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
ま
で

の
約
二
〇
年
間
は
「
ま
だ
組
織
的
輸
入
の
段
階
に
は
達
せ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
語
を

理
解
し
得
る
少
数
の
文
学
者
の
み
が
、
そ
の
芸
術
的
芳
香
の
い
く
ば
く
か
を
た

の
し
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
以
外
で
は
「
当
時
、
輸
入
せ
ら
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れ
て
い
た
英
文
誌
、
英
文
学
書
な
ど
か
ら
そ
の
名
声
を
知
り
得
た
に
す
ぎ
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
）
10
（

。

　

丸
善
の
広
告
誌
『
学
鐙
』
を
参
照
す
る
と
、
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
英
訳
本
の
最

も
早
い
輸
入
は
一
九
〇
八
年
一
二
月
号
の
「M

O
N
T
H
LY

 CA
T
A
LO

GU
E 

O
F T

H
E M

A
RU

ZEN
-K

A
BU

SH
IK

I-K
A
ISH

A

」
欄
（
以
降
、
便
宜
的
に

「
洋
書
カ
タ
ロ
グ
欄
」
と
呼
ぶ
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ト
リ
ス
タ
ン

（Ernest T
ristan

）
訳
の
『
タ
イ
ス
』
で
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
の

Greening and Co.

か
ら
ロ
ー
タ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（Lotus Library

）
の

一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
一
一
月
に
発
行
さ
れ
た

『
太
陽
』（
博
文
館
）
の
臨
時
増
刊
「
現
代
の
代
表
的
人
物
」
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
著
名
な
作
家
と
並
ん
で
「
ア
ナ
ト
ウ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
氏
」
と
題
し
た
紹
介

文
が
載
り
、
日
本
に
お
け
る
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
紹
介
・
宣
伝
も
こ
の
一
九
〇
八

年
末
ご
ろ
よ
り
本
格
化
し
た
。

　

翌
一
九
〇
九
年
一
月
号
の
『
学
鐙
』
に
は
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
ア
ナ
ト
ー

ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
品
集
』
の
広
告
が
載
り
、
い
ず
れ
も
一
九
〇
八
年
に
刊
行
の

四
作
品
、
即
ち
『
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
・
ボ
ナ
ー
ル
の
罪
』（T

he Crim
e of 

Sylvestre Bonnard

）、『
赤
い
百
合
』（T

he R
ed Lily

）、『
エ
ピ
ク
ロ
ス
の

園
』（T

he G
arden of E

picurus

）、『
螺
鈿
の
手
箱
』（M

other of Pearl

）

の
販
売
が
始
ま
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
一
九
〇
九
年
ご
ろ
よ
り
本
格
化
す
る
、
日
本
に
お
け

る
英
訳
本
を
通
じ
た
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
受
容
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
芥
川
は

『
タ
イ
ス
』
を
手
に
取
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

手
が
か
り
と
な
る
の
は
芥
川
が
後
年
に
自
ら
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
関
係
を
記

し
た
「
仏
蘭
西
文
学
と
僕
」
の
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

　

僕
は
中
学
五
年
生
の
時
に
、
ド
オ
デ
エ
の
「
サ
ツ
フ
オ
」
と
云
ふ
小
説

の
英
訳
を
読
ん
だ
。（
中
略
）
ま
あ
好
い
加
減
に
辞
書
を
引
い
て
は
、
頁

を
は
ぐ
つ
て
行
つ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
兎
に
角
そ
れ
が
僕
に
と
つ
て
は
、

最
初
に
親
し
ん
だ
仏
蘭
西
小
説
だ
つ
た
。（
後
略
）

　

そ
れ
か
ら
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
「
タ
イ
ス
」
と
云
ふ
小
説
を
読

ん
だ
。
何
で
も
そ
の
頃
早
稲
田
文
学
の
新
年
号
に
、
安
成
貞
雄
君
が
書
い

た
紹
介
が
あ
つ
た
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
読
む
と
す
ぐ
に
丸
善
へ
行
つ
て

買
つ
て
来
た
と
云
ふ
記
憶
が
あ
る
。（
中
略
）
│
│
こ
れ
も
僕
が
中
学
の

五
年
生
の
時
分
だ
つ
た
。（
安
陪
注
│
省
略
は
引
用
者
に
よ
る
）

　

こ
こ
で
芥
川
は
自
ら
が
『
タ
イ
ス
』
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
「
早

稲
田
文
学
の
新
年
号
」
に
書
か
れ
た
安
成
貞
雄
に
よ
る
紹
介
で
あ
っ
た
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
第
二
次
『
早
稲
田
文
学
』
第
三
八
号
（
一
九
〇
九
・

一
、
以
下
『
早
稲
田
文
学
』
は
第
二
次
を
指
す
）
の
附
録
「
歐
洲
近
代
名
著
梗

概
」
に
掲
載
さ
れ
た
生
方
敏
郎
「
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
『
タ
イ
イ
ス
』」

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
安
成
貞
雄
は
同
欄
に
「
ズ
ウ
デ
ル
マ
ン

作
『
マ
グ
ダ
』」
と
い
う
別
の
作
品
の
紹
介
を
担
当
し
て
お
り
、
安
成
貞
雄
が

「
早
稲
田
文
学
の
新
年
号
」
で
『
タ
イ
ス
』
を
紹
介
し
た
と
い
う
事
実
は
確
認

で
き
な
い
）
11
（

。
最
も
、
安
成
貞
雄
は
『
早
稲
田
文
学
』
の
一
九
〇
九
年
九
月
号
に



1127（176）

「
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
英
訳
書
目
」
を
掲
載
し
て
お
り
、
こ
の
「
英
訳
書
目
」

に
は
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
品
集
』
の
一
覧
（
未

刊
を
含
む
）
に
加
え
、
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
以
外
の
英
訳
書
や
Ａ
・
フ
ラ
ン

ス
に
関
す
る
伝
記
、
評
論
等
の
英
語
書
籍
も
多
数
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
芥
川
が

目
を
通
し
た
可
能
性
は
低
く
な
い
。
芥
川
は
こ
の
安
成
貞
雄
に
よ
る
「
英
訳
書

目
」
の
印
象
が
強
か
っ
た
た
め
に
、
生
方
敏
郎
に
よ
る
『
タ
イ
ス
』
の
紹
介
が

安
成
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
記
憶
が
上
書
き
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
引
用
し
た
「
仏
蘭
西
文
学
と
僕
」
の
後
半
、
こ
の
『
タ
イ
ス
』
の
紹

介
を
読
ん
で
「
す
ぐ
に
丸
善
へ
行
つ
て
買
つ
て
来
た
」
と
い
う
記
述
に
も
注
意

が
必
要
で
あ
る
。と
い
う
の
も
、芥
川
龍
之
介
文
庫
に
所
蔵
の
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ

ド
版
『
タ
イ
ス
』
は
、
生
方
敏
郎
が
『
早
稲
田
文
学
』
誌
上
で
『
タ
イ
ス
』
を

紹
介
し
た
一
九
〇
九
年
一
月
時
点
で
は
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た
通
り
、
一
九
〇
九
年
一
月
号
の
『
学
鐙
』

で
広
告
さ
れ
た
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
品
集
』

の
巻
目
は
、
い
ず
れ
も
一
九
〇
八
年
刊
行
の
『
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
・
ボ
ナ
ー
ル

の
罪
』、『
赤
い
百
合
』、『
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
園
』、『
螺
鈿
の
手
箱
』
の
四
作
品
で

あ
り
、
こ
こ
に
『
タ
イ
ス
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
タ
イ
ス
』
が
ボ

ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
九
年
で
あ
り
、
新
年
早
々
の

一
月
時
点
で
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
管
見
の
限
り
、
ボ

ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
タ
イ
ス
』
が
『
学
鐙
』
の
洋
書
カ
タ
ロ
グ
欄
に
載
る
の

は
同
年
七
月
号
に
「SU

M
M

ER REA
D
IN

GS

」
の
一
冊
と
し
て
推
薦
さ
れ

て
い
る
の
が
初
め
て
で
あ
り
、
七
月
ご
ろ
ま
で
は
輸
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

仮
に
芥
川
が
『
早
稲
田
文
学
』
誌
上
で
の
生
方
敏
郎
に
よ
る
紹
介
を
一
九
〇

九
年
一
月
時
点
で
読
み
、「
す
ぐ
に
丸
善
へ
行
つ
て
買
つ
て
来
た
」
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
タ
イ
ス
』
以
前
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
『
タ
イ

ス
』、
即
ち
前
述
し
た
ロ
ー
タ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
の
『
タ
イ
ス
』
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
先
行
研
究
で
も
芥
川
が
こ
の
ロ
ー
タ

ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
『
タ
イ
ス
』
を
受
容
し
た
と
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
）
12
（

。

本
稿
は
芥
川
が
こ
の
ロ
ー
タ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
の
『
タ
イ
ス
』
も
読
ん
で

い
た
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
芥
川
龍
之
介
文
庫
で
所
蔵
が
確

認
で
き
る
の
は
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
タ
イ
ス
』
の
み
で
あ
る
。
芥
川
は
『
早

稲
田
文
学
』
一
九
〇
九
年
一
月
号
に
載
っ
た
『
タ
イ
ス
』
の
紹
介
を
一
月
時
点

で
読
ん
だ
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
は
同
年
の
七
月
頃
に
読
み
、
そ
の
時
期
に
は

既
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
タ
イ
ス
』
を
入
手
し
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
芥
川
が
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
タ
イ
ス
』
を
入
手
す
る
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
芥
川
が
読
ん
だ
『
タ
イ
ス
』
を
含

む
『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
品
集
』（T

he W
orks of A

natole France 

in an E
nglish T

ranslation

）
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
ロ
ン

ド
ン
の
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
（T

he Bodley H
ead

）
が
一
九
〇
八
年
よ
り
順

次
刊
行
し
た
作
品
集
で
あ
り
、ボ
ド
リ
│
・
ヘ
ッ
ド
は
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
ン
（John 

Lane

）
がCharles Elkin M

athew
s

と
と
も
に
一
八
八
七
年
に
設
立
し
た

出
版
社
で
あ
る
。
の
ち
に
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
ン
の
甥
に
あ
た
る
ア
レ
ン
・
レ
ー
ン
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（A
llen Lane

）
と
そ
の
兄
弟
が
独
立
し
、
大
手
出
版
社
ペ
ン
ギ
ン
・
ブ
ッ
ク

ス
（Penguin Books

）
へ
と
発
展
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

巻
末
に
記
載
さ
れ
た
広
告
に
よ
れ
ば
、
各
巻
は
二
巻
本
の
『
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ

ル
ク
の
生
涯
』（T

he Life of Joan of A
rc

）
を
除
い
て
六
シ
リ
ン
グ
で
販
売
、

寸
法
は
デ
マ
イ
判
八
切
（
九
×
五
と
四
分
の
三
イ
ン
チ
）。
装
丁
は
天
金
で
、

見
返
し
は
オ
ー
ブ
リ
ー
・
ビ
ア
ズ
リ
ー
（A

ubrey Beardsley

）
の
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
し
て
い
る
。
ビ
ア
ズ
リ
ー
は
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
か
ら
一
八
九
四
年

に
刊
行
さ
れ
た
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
戯
曲
『
サ
ロ
メ
』
の
英
訳
版
の
挿
絵

を
担
当
し
た
だ
け
で
な
く
、
同
社
が
同
年
に
創
刊
し
た
『
イ
エ
ロ
ー
ブ
ッ
ク
』

誌
の
美
術
編
集
を
翌
年
の
第
五
巻
ま
で
担
当
す
る
な
ど
、
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド

と
は
一
時
期
、
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。
ビ
ア
ズ
リ
ー
は
一
八
九
八
年
に
亡
く

な
っ
て
お
り
、『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
品
集
』
の
刊
行
開
始
時
に
は
既

に
故
人
だ
が
、
見
返
し
の
デ
ザ
イ
ン
は
『
イ
エ
ロ
ー
ブ
ッ
ク
』
時
代
に
ビ
ア
ズ

リ
ー
が
描
い
た
も
の
を
再
利
用
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
巻
末
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
装
丁
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
く
と
、
表
紙
・
裏
表
紙
・
背
表

紙
と
も
に
赤
の
紙
製
で
あ
り
、
表
紙
に
は
「
作
品
名
（
英
語
）　BY

　

A
N
A
-

T
O
LE　

FRA
N
CE

」
と
記
し
、
そ
の
下
に
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
横
顔
を

「M
A
IST

ER　

A
N
A
T
O
LE　

FRA
N
CE

」
と
い
う
文
字
列
で
囲
ん
だ
メ
ダ

ル
風
の
紋
章
を
入
れ
、カ
ー
テ
ン
風
の
装
飾
を
施
し
て
い
る
。書
名
・
作
者
名
・

紋
章
・
装
飾
は
全
て
金
地
で
あ
る
。

　

こ
の
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
に
よ
る
『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
品
集
』
の

刊
行
を
当
時
の
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
英
語
圏
に
お
け
る
翻
訳
の
状
況
の
な
か
に
位

置
づ
け
、
評
価
す
る
こ
と
は
本
稿
の
範
囲
を
超
え
る
。
た
だ
一
点
述
べ
て
お
け

ば
、
こ
の
作
品
集
は
そ
れ
ま
で
単
発
的
な
作
品
ご
と
の
出
版
に
留
ま
っ
て
い
た

Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
英
訳
を
組
織
的
に
翻
訳
・
出
版
し
た
点
に
お
い
て
画
期
的
で

あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
『
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
・
ボ
ナ
ー
ル
の
罪
』
や
『
赤
い
百

合
』、『
タ
イ
ス
』
と
い
っ
た
長
編
小
説
に
留
ま
ら
ず
、
短
編
集
で
あ
る
『
バ
ル

タ
ザ
ー
ル
』（Balthasar

）
や
『
螺
鈿
の
手
箱
』、
社
会
批
評
的
作
品
『
エ
ピ

ク
ロ
ス
の
園
』、
二
巻
に
わ
た
る
伝
記
作
品
『
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
生
涯
』

な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
翻
訳
者
と
し
て
も
、

編
集
責
任
者
で
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
（Frederic Chap-

m
an

）
ほ
か
、
一
二
人
の
翻
訳
者
の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
の
作
品
集
の
翻
訳

事
業
の
規
模
の
大
き
さ
が
窺
い
知
れ
よ
う
。

　
『
タ
イ
ス
』
に
限
っ
て
述
べ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
初
刊
は
パ
リ
のCalm

-

ann-Lévy

か
ら
一
八
九
〇
年
に
刊
行
、ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
の
英
訳
は
、『
ア

ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
品
集
』
刊
行
開
始
の
翌
年
で
あ
る
一
九
〇
九
年
の
刊

行
で
あ
り
、
翻
訳
者
は
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
ダ
グ
ラ
ス
（Robert B. D

oug-

las

）
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
の
詳
し
い

伝
記
は
無
い
が
、
一
九
〇
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ャ
リ
ン
ト
ン

（Charles Carrington

）
が
同
じ
く
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
ダ
グ
ラ
ス
の
訳
に
よ

る
『
タ
イ
ス
』
を
刊
行
し
て
お
り
、
こ
の
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
タ
イ
ス
』

は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
版
『
タ
イ
ス
』
の
再
録
と
考
え
ら
れ
る
）
13
（

。

　

以
上
、
本
節
で
は
一
九
〇
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
タ

イ
ス
』
を
芥
川
が
手
に
取
る
ま
で
の
経
緯
を
確
認
し
た
う
え
で
、『
タ
イ
ス
』
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を
含
む
『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
品
集
』
に
つ
い
て
書
誌
的
な
情
報
を
述

べ
た
。
次
節
で
は
以
上
を
踏
ま
え
、
芥
川
が
『
タ
イ
ス
』
を
ど
の
よ
う
に
受
容

し
た
か
に
つ
い
て
、
芥
川
龍
之
介
文
庫
に
所
蔵
の
手
沢
本
の
書
き
入
れ
か
ら
分

析
し
た
い
。

三
、
手
沢
本
の
書
き
入
れ
と
懐
疑
主
義
の
胚
胎

　

本
節
で
は
ま
ず
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、『
タ
イ
ス
』
の
あ
ら
す
じ
を
述
べ

て
お
こ
う
。
本
作
は
第
一
篇
「
白
蓮
」、
第
二
篇
「
紙
草
」（
途
中
「
饗
宴
」
と

題
し
た
部
分
が
挿
入
）、
第
三
篇
「
と
う
だ
い
ぐ
さ
」
の
全
三
篇
か
ら
な
る
）
14
（

。

　

時
代
は
四
世
紀
、
舞
台
は
ロ
ー
マ
帝
国
支
配
下
の
エ
ジ
プ
ト
。
ナ
イ
ル
川
沿

岸
の
テ
ー
ベ
に
住
む
ア
ン
テ
ィ
ノ
エ
の
修
道
院
長
、
パ
フ
ニ
ュ
ス
は
禁
欲
と
懺

悔
の
生
活
を
続
け
、
周
り
の
修
道
士
の
尊
敬
を
集
め
て
い
た
。
パ
フ
ニ
ュ
ス
は

あ
る
日
神
か
ら
の
啓
示
を
受
け
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
高
級
娼
婦
・
女
優
で

あ
る
タ
イ
ス
を
堕
落
か
ら
救
う
た
め
に
旅
に
出
る
。
途
中
、
隠
者
テ
ィ
モ
ク
レ

ス
と
出
会
い
、
問
答
を
交
わ
す
な
ど
し
つ
つ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
着
い
た

パ
フ
ニ
ュ
ス
は
旧
友
の
ニ
シ
ア
ス
を
訪
ね
る
。
そ
の
後
、
タ
イ
ス
の
出
演
す
る

劇
を
観
た
パ
フ
ニ
ュ
ス
は
そ
の
足
で
タ
イ
ス
の
家
を
訪
ね
る
。（
以
上
、第
一
篇
）

　

第
二
篇
で
は
ま
ず
、
タ
イ
ス
の
生
い
立
ち
と
現
在
ま
で
の
遍
歴
が
描
か
れ
る
。

タ
イ
ス
の
も
と
を
訪
れ
た
パ
フ
ニ
ュ
ス
は
彼
女
に
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
説
き
、
タ

イ
ス
は
信
仰
の
道
に
入
る
こ
と
を
決
め
る
。
パ
フ
ニ
ュ
ス
は
タ
イ
ス
に
連
れ
ら

れ
て
海
軍
長
官
で
あ
る
コ
ッ
タ
の
主
催
す
る
饗
宴
に
出
席
す
る
。
そ
の
場
に
は

ニ
シ
ア
ス
ほ
か
、
様
々
な
知
識
人
が
出
席
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
や
善
悪
に

関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
る
が
、
議
論
に
興
奮
し
た
出
席
者
の
一
人
、
ユ
ー
ク
リ

イ
ト
が
自
殺
す
る
に
至
る
。
饗
宴
の
場
に
耐
え
か
ね
た
パ
フ
ニ
ュ
ス
は
タ
イ
ス

を
連
れ
て
そ
の
場
を
後
に
し
、
彼
女
に
修
道
院
に
入
る
こ
と
、
そ
の
前
に
家
財

を
全
て
焼
却
す
る
こ
と
を
迫
る
。
タ
イ
ス
は
奴
隷
に
命
じ
て
邸
宅
前
の
広
場
で

あ
ら
ゆ
る
家
財
を
焼
き
始
め
る
が
、
タ
イ
ス
と
利
害
の
あ
る
者
に
扇
動
さ
れ
た

群
衆
は
パ
フ
ニ
ュ
ス
を
殺
害
し
よ
う
と
す
る
。
パ
フ
ニ
ュ
ス
と
タ
イ
ス
は
饗
宴

の
帰
り
に
通
り
か
か
っ
た
ニ
シ
ア
ス
の
機
転
で
救
出
さ
れ
、
二
人
は
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
近
郊
の
女
修
道
院
に
辿
り
着
き
、
パ
フ
ニ
ュ
ス
は
修
道
院
長
の
ア
ル

ビ
ー
ヌ
に
タ
イ
ス
を
託
す
。（
以
上
、
第
二
篇
）

　

目
的
を
果
た
し
テ
ー
ベ
に
戻
っ
た
パ
フ
ニ
ュ
ス
は
弟
子
た
ち
に
歓
迎
さ
れ
た

が
、
タ
イ
ス
の
幻
影
に
苦
し
め
ら
れ
、
安
ら
ぎ
は
訪
れ
な
い
。
夢
の
啓
示
に
従

う
こ
と
に
し
た
パ
フ
ニ
ュ
ス
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
廃
墟
に
辿
り
着
き
、
円

柱
の
残
骸
の
上
で
苦
行
を
始
め
る
。
や
が
て
彼
の
苦
行
と
奇
跡
の
噂
は
広
ま
り
、

そ
の
地
は
人
々
の
集
う
聖
地
と
な
る
。
し
か
し
、
夢
の
啓
示
が
悪
魔
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
悟
っ
た
パ
フ
ニ
ュ
ス
は
そ
の
地
を
離
れ
、
放
浪
の
末
に
古

代
の
墓
場
に
住
み
着
く
よ
う
に
な
る
。
墓
の
壁
に
描
か
れ
た
女
の
絵
に
タ
イ
ス

を
見
出
し
た
彼
は
信
仰
へ
の
懐
疑
に
陥
り
、
イ
エ
ス
の
人
間
性
を
認
め
る
に

至
っ
て
気
を
失
う
。
通
り
が
か
り
の
一
行
に
助
け
ら
れ
た
パ
フ
ニ
ュ
ス
は
、
そ

の
一
行
が
臨
終
の
近
い
聖
者
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
も
と
へ
向
か
う
こ
と
を
知
り
、

随
行
す
る
。
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
臨
終
の
場
で
修
道
士
の
ポ
ー
ル
は
タ
イ
ス
の
死

が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
、
パ
フ
ニ
ュ
ス
が
悪
魔
へ
寝
返
っ
た
こ
と
を
皆
に
告
げ
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る
。
タ
イ
ス
の
死
が
近
い
こ
と
を
知
っ
た
パ
フ
ニ
ュ
ス
は
、
彼
女
の
い
る
女
修

道
院
へ
と
向
か
う
。
こ
れ
ま
で
の
宗
教
的
生
活
を
悔
い
、
タ
イ
ス
と
の
愛
に
生

き
る
こ
と
を
決
心
し
た
パ
フ
ニ
ュ
ス
だ
っ
た
が
、
愛
の
告
白
も
虚
し
く
、
タ
イ

ス
は
パ
フ
ニ
ュ
ス
の
腕
の
中
で
死
ぬ
。（
以
上
、
第
三
篇
）

　

水
野
和
一
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
本
作
は
「
一
人
の
聖
僧
が
女
を
救
は
ん
と

し
て
奈
落
に
落
ち
ゆ
く
霊
魂
の
歴
史
を
描
い
た
）
15
（

」
物
語
と
要
約
し
て
良
い
で
あ

ろ
う
。
但
し
、
本
作
は
パ
フ
ニ
ュ
ス
と
タ
イ
ス
の
物
語
を
主
軸
に
し
つ
つ
も
、

パ
フ
ニ
ュ
ス
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
向
か
う
途
中
で
出
会
う
隠
者
テ
ィ
モ
ク

レ
ス
と
の
問
答
や
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
饗
宴
の
場
で
の
知
識
人
た
ち
の
議

論
な
ど
、
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
や
宗
教
を
め
ぐ
る
思
索
が
彼
ら
の
言
葉
を
借

り
て
展
開
さ
れ
て
い
る
点
も
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
本
作

は
上
田
敏
が
評
す
る
よ
う
に
「Conte P
）
16
（

hilosophique
」、
つ
ま
り
「
哲
学
的

物
語
」
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
芥
川
は
こ
の
『
タ
イ
ス
』
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

前
節
で
引
用
し
た
「
仏
蘭
西
文
学
と
僕
」
で
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
本
（
安
陪
注
│
『
タ
イ
ス
』
を
指
す
）
は
大
い
に
感
服
し
た
。（
今

で
も
フ
ラ
ン
ス
の
著
作
中
、
一
番
面
白
い
の
は
何
か
と
問
は
れ
れ
ば
、
す

ぐ
に
僕
は
「
タ
イ
ス
」
と
答
へ
る
。
そ
の
次
に
「
女
王
ペ
ド
オ
ク
」
を
挙

げ
る
。
名
高
い
「
赤
百
合
」
な
ぞ
と
云
ふ
小
説
は
、
更
に
う
ま
い
と
思
は

れ
な
い
。）
尤
も
議
論
の
面
白
さ
な
ぞ
は
、
所
々
し
か
通
じ
な
か
つ
た
ら

し
い
。
し
か
し
僕
は
タ
イ
ス
の
行
の
下
へ
、
無
暗
に
色
鉛
筆
の
筋
を
引
い

た
。
そ
の
本
は
今
で
も
持
つ
て
ゐ
る
が
、
当
時
筋
を
引
い
た
所
は
、
ニ
シ

ア
ス
の
言
葉
が
一
番
多
い
。
ニ
シ
ア
ス
と
云
ふ
は
警
句
ば
か
り
吐
い
て
ゐ

る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
高
等
遊
民
で
あ
る
。
│
│
こ
れ
も
僕
が
中
学
の

五
年
生
の
時
分
だ
つ
た
。

　

筆
者
は
今
回
、
こ
う
し
た
芥
川
の
記
述
に
つ
い
て
確
か
め
る
た
め
に
、
日
本

近
代
文
学
館
の
芥
川
龍
之
介
文
庫
所
蔵
の
手
沢
本
『
タ
イ
ス
』（
日
本
近
代
文

学
館
の
請
求
記
号
はA

/189-25

）
を
閲
覧
し
た
。
芥
川
は
『
タ
イ
ス
』
を
「
今

で
も
フ
ラ
ン
ス
の
著
作
中
、
一
番
面
白
い
」
と
称
賛
し
つ
つ
、「
尤
も
議
論
の

面
白
さ
な
ぞ
は
、
所
々
し
か
通
じ
な
か
つ
た
ら
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
わ
け
だ

が
、
手
沢
本
を
見
て
感
じ
た
第
一
の
印
象
は
単
語
に
関
す
る
書
き
込
み
の
多
さ

で
あ
る
。
第
一
篇
か
ら
第
二
篇
に
か
け
て
、
多
く
の
英
単
語
に
意
味
が
書
き
込

ま
れ
て
お
り
、
芥
川
に
と
っ
て
『
タ
イ
ス
』
が
決
し
て
易
し
い
本
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
覗
わ
れ
る
。

　

芥
川
は
『
タ
イ
ス
』
を
読
ん
だ
の
を
「
中
学
の
五
年
生
の
時
分
」
と
書
い
て

い
る
が
、
一
九
一
〇
年
三
月
に
東
京
府
立
第
三
中
学
校
を
卒
業
、『
タ
イ
ス
』

を
ひ
と
ま
ず
読
み
終
え
た
と
推
測
さ
れ
る
同
年
六
月
の
時
点
）
17
（

で
は
、
第
一
高
等

学
校
の
入
学
を
目
指
す
受
験
生
で
あ
っ
た
（
後
に
無
試
験
合
格
）。
同
年
四
月

（
日
付
不
明
）
の
山
本
喜
誉
司
宛
書
簡
）
18
（

は
「
と
う
〳
〵
英
文
科
に
き
め
ち
や
つ

た
も
う
動
か
な
い
つ
も
り
だ
」
と
あ
り
、
英
文
科
志
望
を
決
め
た
頃
の
書
簡
で

あ
る
。
同
書
簡
に
は
「
勉
強
し
て
る
だ
ら
う
ね
僕
は
矢
張
や
れ
さ
う
も
な
い
タ

イ
イ
ス
だ
け
は
読
ン
で
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
受
験
勉
強
の
傍
ら
『
タ
イ
ス
』
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を
読
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
尤
も
議
論
の
面
白
さ
な
ぞ
は
、
所
々
し
か
通

じ
な
か
つ
た
ら
し
い
」
と
い
う
述
懐
に
は
、
単
に
扱
わ
れ
て
い
る
内
容
が
難
し

か
っ
た
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
の
英
文
や
英
単
語
が
当
時
の
芥

川
に
と
っ
て
難
し
か
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
手
沢
本
『
タ
イ
ス
』
に
は
こ
う
し
た
単
語
の
書
き
込
み
の
他
に
、
鉛

筆
や
色
鉛
筆
（
赤
ま
た
は
紫
）
の
下
線
の
書
き
入
れ
を
一
三
箇
所
確
認
で
き
た
）
19
（

。

芥
川
は
「
僕
は
タ
イ
ス
の
行
の
下
へ
、
無
暗
に
色
鉛
筆
の
筋
を
引
い
た
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
筆
者
の
印
象
で
は
「
無
暗
に
」
と
い
う
ほ
ど
の
多
さ
で
は
な
い
）
20
（

。

下
線
の
箇
所
は
一
三
頁
・
一
二
行
目
）
21
（

の
「lettuces

」
と
い
う
単
語
に
引
か
れ

た
下
線
を
除
く
と
、
全
て
登
場
人
物
の
会
話
文
ま
た
は
会
話
文
中
の
文
章
に
引

か
れ
て
い
る
。
登
場
人
物
ご
と
に
内
訳
を
述
べ
る
と
、
テ
ィ
モ
ク
レ
ス
の
言
葉

に
一
箇
所
（
二
四
頁
・
一
三
│
二
五
行
目
）、
ド
リ
オ
ン
の
言
葉
に
二
箇
所
（
五

一
頁
・
一
五
│
一
七
行
目
、
五
三
頁
・
一
六
│
一
九
行
目
）、
ニ
シ
ア
ス
の
言

葉
に
四
箇
所
（
八
五
頁
・
一
五
│
一
六
行
目
、
一
一
五
頁
・
五
│
一
〇
行
目
、

一
二
二
頁
・
一
四
行
目
か
ら
一
二
三
頁
・
二
行
目
、
一
三
八
頁
・
一
│
六
行
目
）、

ゼ
ノ
テ
ミ
ス
の
言
葉
に
一
箇
所
（
一
一
八
頁
・
二
七
行
目
か
ら
一
一
九
頁
・
七

行
目
）、
コ
ッ
タ
の
言
葉
に
一
箇
所
（
一
二
三
頁
・
一
九
行
目
か
ら
一
二
四
頁
・

九
行
目
）、
パ
フ
ニ
ュ
ス
の
言
葉
に
三
箇
所
（
二
一
三
頁
・
一
│
三
行
目
、
二

一
四
頁
・
一
六
│
二
四
行
目
、
二
一
八
頁
・
一
六
│
一
九
行
目
）
の
計
一
二
箇

所
で
あ
る
。
芥
川
は
「
当
時
筋
を
引
い
た
所
は
ニ
シ
ア
ス
の
言
葉
が
一
番
多
い
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
確
か
に
ニ
シ
ア
ス
の
言
葉
に
最
も
多
く
の
下
線
が
引
か
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
下
線
の
う
ち
本
節
で
着
目
し
た
い
の
は
、
テ
ィ
モ
ク
レ
ス
の
言
葉

に
引
か
れ
た
下
線
（
二
四
頁
・
一
三
│
二
五
行
目
）
で
あ
る
。
テ
ィ
モ
ク
レ
ス

は
主
人
公
の
パ
フ
ニ
ュ
ス
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
向
か
う
道
中
で
出
会
う
、

人
里
離
れ
た
小
屋
に
住
む
隠
者
で
あ
る
が
、
手
沢
本
で
は
次
の
よ
う
な
彼
の
言

葉
に
下
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

　
　

“Friend, I am
 truly a sceptic, and of a sect w

hich appears 

praisew
orthy to m

e, though it seem
s ridiculous to you. For 

the sam
e things often assum

e different appearances. T
he pyr-

am
ids of M

em
phis seem

 at sunrise to be cones of pink light. 

A
t sunset they look like black triangles against the illum

i-

nated sky. But w
ho shall solve the problem

 of their true 

nature? Y
ou reproach m

e w
ith denying appearances, w

hen, in 

fact, appearances are the only realities I recognise. T
he sun 

seem
s to m

e lum
inous, but its nature is unknow

n to m
e. I feel 

that fire burns̶
but I know

 not how
 or w

hy. M
y friend, you 

understand m
e badly. Besides, it is indifferent to m

e w
hether 

I am
 understood one w

ay or the other. ”

（
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
ダ
グ
ラ
ス
訳
『
タ
イ
ス
』（
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
、

一
九
〇
九
）
の
二
四
頁
・
一
一
│
二
五
行
目
を
引
用
。
傍
線
部
が
芥
川
龍

之
介
庫
所
蔵
の
手
沢
本
で
紫
色
鉛
筆
の
下
線
が
引
か
れ
て
い
る
箇
所
。）
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「
友
よ
、
い
か
に
も
わ
し
は
懐
疑
論
者
じ
ゃ
。
わ
し
の
学
派
を
お
前
さ

ん
は
笑
う
べ
き
も
の
だ
と
断
ず
る
が
、
わ
し
に
は
称
賛
に
値
す
る
も
の
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
同
一
の
事
物
が
異
な
っ
た
外
観

を
も
つ
か
ら
じ
ゃ
。
メ
ン
フ
ィ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
夜
の
明
け
が
た
に

は
、
バ
ラ
色
の
光
の
錐
に
見
え
る
が
、
日
暮
れ
が
た
に
は
、
紅
と
燃
ゆ
る

空
に
、
黒
い
三
角
形
と
し
て
浮
き
上
が
る
。
じ
ゃ
が
、
そ
の
本
質
を
誰
が

看
破
し
え
よ
う
。
お
前
さ
ん
は
仮
象
を
否
定
す
る
と
い
っ
て
わ
し
を
非
難

す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
仮
象
こ
そ
は
、
わ
し
が
承
認
す
る
唯
一
の
実
在

な
の
じ
ゃ
。
太
陽
は
わ
し
に
光
り
輝
く
も
の
に
見
え
る
、
じ
ゃ
が
、
そ
の

本
質
は
わ
し
に
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
わ
し
は
火
を
熱
い
と
感
じ
る
、

じ
ゃ
が
、
そ
れ
が
な
ぜ
で
あ
る
か
、
ど
う
し
て
で
あ
る
か
を
わ
し
は
知
ら

な
い
。
友
よ
、
お
前
さ
ん
は
わ
し
を
非
常
に
誤
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、

何
ら
か
の
方
法
で
理
解
さ
れ
た
と
し
た
と
こ
ろ
で
、そ
れ
が
何
に
な
ろ
う
」

（
水
野
成
夫
訳
『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
小
説
集
３

《
新
装
復
刊
》
舞

姫
タ
イ
ス
』
白
水
社
、
二
〇
〇
〇
、
二
九
│
三
〇
頁
。
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・

ダ
グ
ラ
ス
訳
『
タ
イ
ス
』
と
対
応
す
る
部
分
を
引
用
。）

　

こ
の
部
分
は
テ
ィ
モ
ク
レ
ス
に
代
弁
さ
せ
る
形
で
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
自
身
の
懐

疑
主
義
を
表
明
し
た
も
の
と
し
て
受
け
取
れ
る
。
メ
ン
フ
ィ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

が
明
け
方
と
日
暮
れ
方
で
全
く
異
な
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
を
例
に
、
物
事
の
姿

は
あ
く
ま
で
も
仮
象
で
あ
っ
て
本
質
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
と
述
べ
る
テ
ィ
モ

ク
レ
ス
の
主
張
は
、
当
時
の
芥
川
に
と
っ
て
も
明
快
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

こ
の
下
線
の
書
き
入
れ
か
ら
は
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
影
響
と
し
て
指
摘
さ
れ

る
こ
と
の
多
い
芥
川
の
懐
疑
主
義
が
、『
タ
イ
ス
』
を
読
ん
だ
一
九
一
〇
年
の

時
点
で
胚
胎
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
よ
う
。

　
『
タ
イ
ス
』
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
の
ド
リ
オ
ン
、
ス
ト
ア
派
の
ユ
ー
ク
リ
イ
ト

と
い
っ
た
哲
学
者
や
、
キ
リ
ス
ト
教
の
異
端
で
あ
る
ア
リ
ウ
ス
派
の
マ
ー
ル
ク

ス
な
ど
、
様
々
な
思
想
を
持
つ
登
場
人
物
た
ち
が
第
二
篇
の
「
饗
宴
」
を
中
心

に
議
論
を
交
わ
す
「
哲
学
的
物
語
」
で
あ
り
、
芥
川
が
「
議
論
の
面
白
さ
な
ぞ

は
、
所
々
し
か
通
じ
な
か
つ
た
ら
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
の
も
無
理
は
な
い
。

し
か
し
、
個
々
の
学
説
や
思
想
は
十
全
に
は
理
解
で
き
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の

議
論
が
結
局
、
真
実
や
本
質
へ
は
到
達
し
え
な
い
知
的
「
饗
宴
」
に
過
ぎ
な
い

こ
と
は
当
時
の
芥
川
に
も
分
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
点
で
も
『
タ
イ
ス
』

の
読
書
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
学
説
や
思
想
を
疑
う
懐
疑
主
義
に
芥
川
が
目
覚

め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
、
キ
リ
ス
ト
の
人
間
性
と
「
切
支
丹
物
」
の
胚
胎

　

前
節
で
は
、
手
沢
本
へ
の
書
き
入
れ
か
ら
懐
疑
主
義
の
胚
胎
を
論
じ
た
が
、

芥
川
は
『
タ
イ
ス
』
を
「
哲
学
的
物
語
」
と
し
て
の
み
受
容
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
前
述
し
た
よ
う
に
本
作
は
「
一
人
の
聖
僧
が
女
を
救
は
ん
と
し
て
奈
落
に

落
ち
ゆ
く
霊
魂
の
歴
史
を
描
い
た
」
物
語
で
も
あ
り
、
芥
川
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
の
受
容
に
お
い
て
も
そ
の
端
緒
を
開
く
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
手
沢
本
に
お
い
て
主
人
公
パ
フ
ニ
ュ
ス
の
言
葉
に
下
線
が
引
か
れ
て
い
る
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の
は
三
箇
所
だ
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
パ
フ
ニ
ュ
ス
が
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
懐
疑
に

陥
る
第
三
篇
「
と
う
だ
い
ぐ
さ
」
に
集
中
し
て
い
る
。
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、

古
代
文
明
の
墓
場
で
タ
イ
ス
の
幻
影
に
苦
し
め
ら
れ
る
パ
フ
ニ
ュ
ス
が
信
仰
に

よ
っ
て
の
み
救
わ
れ
る
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
箇
所
（
二
一
三
頁
・
一
│
三

行
目
）、
祈
り
の
な
か
で
イ
エ
ス
の
人
間
性
を
認
め
る
に
至
る
箇
所
（
二
一
四

頁
・
一
六
│
二
四
行
目
）、
聖
者
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
も
と
に
向
か
う
一
行
の
長

で
あ
る
ゾ
ジ
イ
ム
に
対
し
、
障
碍
を
持
つ
者
や
無
知
の
者
は
幸
福
で
あ
る
と
語

る
箇
所
（
二
一
八
頁
・
一
六
│
一
九
行
目
）
に
下
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の

手
沢
本
の
下
線
部
の
う
ち
本
稿
が
注
目
し
た
い
の
は
、
パ
フ
ニ
ュ
ス
が
イ
エ
ス

の
人
間
性
を
認
め
る
に
至
る
次
の
箇
所
で
あ
る
。

　
　

But thou w
as born of a w

om
an, and that is w

hy I trust in 

T
hee. Rem

em
ber that T

hou w
ast a m

an. I pray to T
hee, not 

because T
hou art God of God, Light of light, very God of very 

God, but because T
hou hast lived poor and hum

ble on this 

earth w
here now

 I suffer, because Satan has tem
pted T

hy 

flesh, because the sw
eat of agony has bedew

ed T
hy face. It is 

to T
hy hum

anity that I pray, Jesus, m
y brother Jesus!

（
前
掲
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
ダ
グ
ラ
ス
訳
『
タ
イ
ス
』
の
二
一
四
頁
・
一

六
│
二
四
行
目
を
引
用
。
芥
川
龍
之
介
庫
所
蔵
の
手
沢
本
に
お
い
て
赤
と

紫
の
色
鉛
筆
で
二
重
の
下
線
が
引
か
れ
て
い
た
箇
所
。）

　
（
安
陪
注
│
会
話
文
中
、
イ
エ
ス
の
父
へ
の
不
信
を
告
白
し
、
イ
エ
ス

に
縋
る
ほ
か
な
い
と
述
べ
た
う
え
で
）
け
れ
ど
も
、
あ
な
た
は
、
ひ
と
り

の
婦
人
か
ら
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
わ
た
く
し
が
あ
な
た
に
希
望

を
つ
な
ぎ
ま
す
の
も
、
そ
の
た
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
な
た
も
か
つ
て
は

人
間
で
あ
ら
れ
た
こ
と
を
想
い
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
わ
た
く
し
は
あ

な
た
に
懇
願
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
あ
な
た
が
神
の
な
か
で
の
神
で
あ

ら
れ
る
か
ら
で
も
、
光
の
な
か
で
の
光
、
真
の
神
の
な
か
で
の
真
の
神
で

あ
ら
れ
る
か
ら
で
も
な
く
て
、
実
は
、
あ
な
た
が
、
わ
た
く
し
が
今
苦
し

ん
で
い
る
こ
の
地
上
で
弱
く
か
つ
貧
し
く
生
き
ら
れ
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま

す
、
サ
タ
ン
が
あ
な
た
の
肉
体
を
誘
惑
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま

す
、
臨
終
の
汗
が
あ
な
た
の
額
を
冷
た
く
凍
ら
せ
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
た
く
し
が
お
祈
り
す
る
の
は
、
あ
な
た
の
人
間
性
へ
で
ご
ざ
い
ま
す
、

お
お
、
わ
た
く
し
の
イ
エ
ス
よ
、
わ
た
く
し
の
兄
弟
イ
エ
ス
よ
！

（
前
掲
、
水
野
成
夫
訳
『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
小
説
集
３

《
新
装
復

刊
》
舞
姫
タ
イ
ス
』
二
四
九
│
二
五
〇
頁
。
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
ダ
グ
ラ
ス

訳
『
タ
イ
ス
』
と
対
応
す
る
部
分
を
引
用
。）

　

こ
の
箇
所
は
芥
川
に
と
っ
て
『
タ
イ
ス
』
の
最
も
印
象
深
い
場
面
の
一
つ
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
彼
は
晩
年
「
文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸
的
な
」（『
改
造
』
一

九
二
七
・
六
）
の
「
三
十　

野
性
の
呼
び
声
」
の
な
か
で
「「
タ
イ
イ
ス
」
の

中
の
パ
フ
ヌ
シ
ユ
は
神
に
祈
ら
ず
に
人
の
子
だ
つ
た
ナ
ザ
レ
の
基
督
に
祈
つ
て

ゐ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
「
人
の
子
だ
つ
た
ナ
ザ
レ
の
基
督
に
祈
つ
て
ゐ
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る
」
と
い
う
表
現
は
『
タ
イ
ス
』
か
ら
引
用
し
た
「
わ
た
く
し
が
お
祈
り
す
る

の
は
、
あ
な
た
の
人
間
性
へ
で
ご
ざ
い
ま
す
、
お
お
、
わ
た
く
し
の
イ
エ
ス
よ
、

わ
た
く
し
の
兄
弟
イ
エ
ス
よ
！
」
と
い
う
パ
フ
ニ
ュ
ス
の
告
白
を
踏
ま
え
て
い

る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
周
知
の
通
り
、
芥
川
は
「
西
方
の
人
」（『
改
造
』

一
九
二
七
・
八
）
の
な
か
の
「
10 

父
」
や
「
29 

ユ
ダ
」、「
32 

ゴ
ル
ゴ
ダ
」

に
お
い
て
「
人
の
子
」
と
し
て
の
「
ク
リ
ス
ト
」
に
言
及
し
て
お
り
、「
31 

ク

リ
ス
ト
よ
り
も
バ
ラ
バ
を
」
で
は
「
彼
自
身
の
中
の
マ
リ
ア
」
へ
の
「
叛
逆
」

を
「「
人
間
的
な
、
余
り
に
人
間
的
な
」
叛
逆
だ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

う
し
た
芥
川
の
「
人
の
子
」
あ
る
い
は
「
人
間
的
な
」
キ
リ
ス
ト
観
は
、『
タ

イ
ス
』
に
示
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
人
間
性
（
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
で
は

hum
anity

）
に
端
を
発
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、

こ
う
し
た
芥
川
の
キ
リ
ス
ト
観
は
、
聖
書
の
影
響
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い

も
の
だ
が
、
一
九
一
〇
年
の
時
点
で
、
キ
リ
ス
ト
の
人
間
性
と
い
う
、
晩
年
に

顕
在
化
す
る
テ
ー
マ
を
、
芥
川
が
『
タ
イ
ス
』
か
ら
受
け
取
っ
て
い
た
点
は
特

筆
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
『
タ
イ
ス
』
の
受
容
は
、
い
わ
ゆ
る
「
切
支
丹
物
」
の
形
成
に
も
大

き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
芥
川
は
「
西
方
の
人
」
の
「
１　

こ
の
人
を
見
よ
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

わ
た
し
は
彼
是
十
年
ば
か
り
前
に
芸
術
的
に
ク
リ
ス
ト
教
を
│
│
殊
に

カ
ト
リ
ツ
ク
教
を
愛
し
て
ゐ
た
。
長
崎
の
「
日
本
の
聖
母
の
寺
」
は
未
だ

に
私
の
記
憶
に
残
つ
て
ゐ
る
。
か
う
云
ふ
わ
た
し
は
北
原
白
秋
氏
や
木
下

杢
太
郎
氏
の
播
い
た
種
を
せ
つ
せ
と
拾
つ
て
ゐ
た
鴉
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ

か
ら
又
何
年
か
前
に
は
ク
リ
ス
ト
教
の
為
に
殉
じ
た
ク
リ
ス
ト
教
徒
た
ち

に
或
興
味
を
感
じ
て
ゐ
た
。
殉
教
者
の
心
理
は
わ
た
し
に
は
あ
ら
ゆ
る
狂

信
者
の
心
理
の
や
う
に
病
的
な
興
味
を
与
へ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
芥
川
は
キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
て
「
十
年
ば
か
り
前
」
に
は
特
に
「
カ

ト
リ
ツ
ク
教
」
を
「
芸
術
的
」
に
愛
し
て
お
り
、「
そ
れ
か
ら
又
何
年
か
前
に

は
ク
リ
ス
ト
教
の
為
に
殉
じ
た
ク
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
」
の
「
心
理
」
へ
の
興
味

を
感
じ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
芥
川
は
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
特
異
な

関
心
を
抱
い
て
い
た
時
期
を
「
十
年
ば
か
り
前
」
や
「
そ
れ
か
ら
又
何
年
か
前
」、

即
ち
「
西
方
の
人
」
が
発
表
さ
れ
た
一
九
二
七
年
か
ら
逆
算
す
れ
ば
一
九
一
七

年
前
後
の
こ
と
と
し
て
述
べ
て
い
る
。「
切
支
丹
物
」
の
嚆
矢
と
言
え
る
「
煙

草
と
悪
魔
」
が
一
九
一
六
年
五
月
の
『
新
思
潮
』
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、「
十
年
ば
か
り
前
」
と
い
う
芥
川
の
回
想
は
頷
け
る
が
、
こ
う
し
た
キ

リ
ス
ト
教
へ
の
特
異
な
関
心
は
、
一
九
一
〇
年
の
『
タ
イ
ス
』
読
書
の
時
期
に

胚
胎
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
重
要
な
の
は
、
芥
川
が
『
タ
イ

ス
』
を
読
ん
だ
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
北
原
白
秋
『
邪
宗
門
』
を
読
ん
で
い
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

周
知
の
通
り
、
北
原
白
秋
は
一
九
〇
八
年
に
新
詩
社
を
脱
退
後
、
一
九
〇
九

年
一
月
創
刊
の
『
ス
バ
ル
』
に
参
加
、
同
年
三
月
に
易
風
社
か
ら
詩
集
『
邪
宗

門
』
を
上
梓
し
た
。
こ
れ
は
一
九
〇
七
年
の
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
与
謝
野

鉄
幹
、
木
下
杢
太
郎
ら
と
行
わ
れ
た
九
州
旅
行
の
成
果
を
含
む
詩
集
で
あ
り
、
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禁
教
令
下
で
信
仰
を
守
り
続
け
た
島
原
・
天
草
地
方
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
（
豊

臣
政
権
や
江
戸
幕
府
が
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
「
邪
宗
門
」）
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
。
白
秋
が
『
邪
宗
門
』
を
上
梓
し
た
の
は
、
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
タ

イ
ス
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
と
同
じ
一
九
〇
九
年
だ
が
、
芥
川
が
こ
の
詩
集
を
読

ん
だ
の
は
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
だ
。
管
見
の
限
り
、
芥
川
が
白
秋
の
『
邪

宗
門
』
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
山
本
喜
誉
司
宛
書
簡
）
22
（

の
「
チ
ユ
リ
ツ
プ
の
紅

と
白
と
の
し
ぼ
り
の
八
重
が
ち
つ
た
、
花
び
ら
を
一
つ
づ
ゝ
ひ
ろ
つ
て
、
邪
宗

門
の
中
へ
は
さ
む
だ
」
と
い
う
一
文
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
年
月
日
不
明

の
た
め
、
芥
川
が
『
邪
宗
門
』
を
読
ん
だ
時
期
は
推
測
に
よ
る
ほ
か
な
い
が
、

手
が
か
り
と
な
る
の
は
『
邪
宗
門
』
を
読
ん
だ
時
期
に
散
っ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
四
月
二
三
日
付
の
山
本
喜
誉
司
宛
葉
書
）
23
（

に
は
「
チ
ユ
リ

ツ
プ
が
四
つ
と
も
さ
き
ま
し
た
（
中
略
）
紅
い
奴
が
一
つ
黄
色
い
奴
が
一
つ
し

ぼ
り
が
二
つ
」
と
あ
る
。
前
掲
の
山
本
喜
誉
司
宛
書
簡
に
お
け
る
「
チ
ユ
リ
ツ

プ
の
紅
と
白
と
の
し
ぼ
り
の
八
重
が
ち
つ
た
」
と
い
う
記
述
は
こ
の
葉
書
の
内

容
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
一
般
的
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
開
化
期
を
考

慮
す
る
と
、
芥
川
が
『
邪
宗
門
』
を
読
ん
だ
の
は
一
九
一
〇
年
の
五
月
頃
と
推

測
で
き
る
。
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
山
本
喜
誉
司
宛
書
簡
に
お
け
る
『
タ

イ
ス
』
へ
の
言
及
や
手
沢
本
に
お
け
る
日
付
の
書
き
入
れ
か
ら
、
芥
川
が
『
タ

イ
ス
』
を
読
ん
だ
の
は
一
九
一
〇
年
の
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
『
タ
イ
ス
』
は
一
九
一
〇
年
の
四
月
か
ら
六
月
、『
邪
宗
門
』
は

同
年
の
五
月
に
読
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
作
は
時
を
同
じ
く
し

て
受
容
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
西
方
の
人
」
の
「
１　

こ
の
人
を
見
よ
」
に
お
い
て
、
芥
川
は
「
カ
ト
リ

ツ
ク
教
」
へ
の
「
芸
術
的
」
な
愛
と
い
う
文
脈
で
「
長
崎
の
「
日
本
の
聖
母
の

寺
」」
に
言
及
し
、「
か
う
云
ふ
わ
た
し
は
北
原
白
秋
氏
や
木
下
杢
太
郎
氏
の
播

い
た
種
を
せ
つ
せ
と
拾
つ
て
ゐ
た
鴉
に
過
ぎ
な
い
」
と
告
白
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
芥
川
は
自
身
の
「
カ
ト
リ
ツ
ク
教
」
へ
の
「
芸
術
的
」
な
愛
が
、
白
秋
や

杢
太
郎
の
作
品
に
代
表
さ
れ
る
、
切
支
丹
・
南
蛮
趣
味
の
影
響
に
起
因
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
白
秋
の

『
邪
宗
門
』
と
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
『
タ
イ
ス
』
が
同
じ
一
九
一
〇
年
に
お
い
て

受
容
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
即
ち
「
一
人
の
聖
僧
が
女
を
救
は
ん
と

し
て
奈
落
に
落
ち
ゆ
く
霊
魂
の
歴
史
を
描
い
た
」
物
語
で
あ
る
『
タ
イ
ス
』
は
、

白
秋
や
杢
太
郎
の
影
響
下
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
「
カ
ト
リ
ツ
ク
教
」
へ
の

「
芸
術
的
」
な
愛
と
共
鳴
し
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
説
と
切
支
丹
・
南
蛮
趣

味
が
融
合
し
た
「
切
支
丹
物
」
の
構
築
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
エ
ジ
プ
ト
の
高
級
娼
婦
で
あ
る
タ
イ
ス
が
パ
フ
ニ
ュ
ス

に
よ
っ
て
回
心
す
る
と
い
う
『
タ
イ
ス
』
の
物
語
の
大
枠
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

伝
説
集
で
あ
る
『
黄
金
伝
説
』
の
「
遊
女
聖
タ
イ
シ
ス
」
伝
に
基
づ
く
も
の
と

考
え
ら
れ
）
24
（

、『
タ
イ
ス
』
中
に
『
黄
金
伝
説
』
へ
の
言
及
は
な
い
も
の
の
、
芥

川
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
説
へ
の
興
味
が
『
タ
イ
ス
』
に
よ
っ
て
惹
起
さ

れ
た
可
能
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
九
一
五
年
一
月
に
出
版
さ
れ

た
水
野
和
一
訳
『
タ
イ
ス
』（
警
醒
社
）
の
「
序
」
で
上
田
敏
は
、
Ａ
・
フ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
「
千
八
百
六
十
七
年
に
は
「
黄
金
伝
説
集
」
に
材
料
を
求
め
て
、

長
詩
「
女
優
聖
タ
イ
ス
伝
説
」
を
作
り
、
其
後
二
十
余
年
を
経
て
千
八
百
九
十
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年
に
此
小
説
を
出
し
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
典
拠
と
し
て
の
『
黄
金
伝
説
』
に

言
及
し
て
い
る
。
芥
川
が
こ
の
水
野
和
一
訳
『
タ
イ
ス
』
を
読
ん
だ
と
い
う
確

証
は
な
い
も
の
の
、
本
書
の
上
田
敏
に
よ
る
序
文
を
読
ん
で
芥
川
が
『
黄
金
伝

説
』
に
関
心
を
抱
い
た
可
能
性
も
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
前
述
の
通
り
、
手
沢
本
『
タ
イ
ス
』
で
は
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
を
め

ぐ
っ
て
揺
れ
動
く
パ
フ
ニ
ュ
ス
の
言
葉
に
多
く
の
下
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
聖
職
者
の
信
仰
を
め
ぐ
る
「
心
理
」
へ
の
関
心
が
、「
西
方
の
人
」
で

述
べ
ら
れ
る
「
ク
リ
ス
ト
教
の
為
に
殉
じ
た
ク
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
」
の
「
心
理
」

へ
の
関
心
へ
と
結
び
つ
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
『
タ

イ
ス
』
に
よ
っ
て
胚
胎
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
説
や
聖
職
者
の
「
心
理
」
へ
の

関
心
は
、『
邪
宗
門
』
的
な
切
支
丹
・
南
蛮
趣
味
の
影
響
下
に
形
成
さ
れ
た
「
カ

ト
リ
ツ
ク
教
」
へ
の
「
芸
術
的
」
な
愛
と
共
鳴
し
つ
つ
、
後
の
「
切
支
丹
物
」

の
創
作
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
『
タ
イ

ス
』
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
ま
ず
、
芥
川
龍
之
介
文
庫
所
蔵
の
手

沢
本
の
書
き
込
み
か
ら
、
芥
川
に
懐
疑
主
義
や
キ
リ
ス
ト
の
人
間
性
と
い
う

テ
ー
マ
が
胚
胎
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。
次
に
、『
タ
イ
ス
』
と
北
原
白
秋
『
邪

宗
門
』
が
一
九
一
〇
年
と
い
う
同
時
期
に
受
容
さ
れ
た
点
に
着
目
し
、『
タ
イ

ス
』
に
よ
っ
て
胚
胎
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
説
や
聖
職
者
の
信
仰
を
め
ぐ
る

「
心
理
」
へ
の
関
心
が
、『
邪
宗
門
』
的
な
切
支
丹
・
南
蛮
趣
味
と
結
び
つ
く
こ

と
で
、
の
ち
の
「
切
支
丹
物
」
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
を
論
じ
た
。

　

最
も
、
本
稿
で
は
『
タ
イ
ス
』
の
「
切
支
丹
物
」
の
作
品
群
に
対
す
る
個
別

的
な
影
響
ま
で
は
論
じ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
手
短
に
触
れ
て
お
く
と
、

既
に
安
田
保
雄
と
松
原
秀
一
の
研
究
が
あ
る
。
安
田
保
雄
は
『
タ
イ
ス
』
の

テ
ィ
モ
ク
レ
ス
の
会
話
文
中
に
登
場
す
る
、
ガ
ン
ジ
ス
川
の
ほ
と
り
に
住
む
隠

者
の
頭
髪
に
鳥
が
巣
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
描
写
が
、「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人

伝
」
の
主
人
公
「
れ
ぷ
ろ
ぼ
す
」
の
設
定
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
し
、
同
作
の

「
三　

魔
往
来
の
こ
と
」
で
「
え
じ
つ
と
」（
エ
ジ
プ
ト
）
の
砂
漠
に
す
む
「
隠

者
の
翁
」
が
遊
女
の
姿
を
し
た
悪
魔
に
誘
惑
さ
れ
る
場
面
も
、
パ
フ
ニ
ュ
ス
が

タ
イ
ス
の
幻
影
に
悩
ま
さ
れ
る
描
写
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い

る
）
25
（

。
ま
た
、
松
原
秀
一
は
「
奉
教
人
の
死
」
に
お
け
る
「
ろ
お
れ
ん
ぞ
」
が
男

性
で
は
な
く
女
性
で
あ
っ
た
と
発
覚
す
る
あ
ら
す
じ
に
関
し
て
、『
タ
イ
ス
』

読
書
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
『
黄
金
伝
説
』
中
の
聖
女
ペ
ラ

ギ
ア
伝
、
聖
女
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
伝
が
「
奉
教
人
の
死
」
の
典
拠
と
な
っ
た
聖
女

マ
リ
ー
ナ
伝
と
同
じ
く
男
性
の
聖
職
者
が
後
に
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
発
覚
す

る
話
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
芥
川
が
『
タ
イ
ス
』
を
き
っ
か
け
に

『
黄
金
伝
説
』
中
の
聖
女
タ
イ
ス
伝
を
読
み
、
こ
の
聖
女
タ
イ
ス
伝
と
連
続
し

て
並
ぶ
、
聖
女
ペ
ラ
ギ
ア
伝
、
聖
女
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
伝
を
知
っ
た
こ
と
が
、
芥

川
を
聖
女
マ
リ
ー
ナ
伝
へ
と
導
い
た
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
）
26
（

。

　

も
ち
ろ
ん
筆
者
は
、
こ
う
し
た
典
拠
考
と
し
て
の
研
究
に
も
大
き
な
価
値
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
作
品
へ
の
個
別
的
な
影
響
に
議
論
を
限
定
し
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て
し
ま
う
と
、
思
想
的
影
響
と
い
っ
た
芥
川
の
『
タ
イ
ス
』
受
容
に
お
け
る
多

面
性
を
見
逃
す
可
能
性
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
稿
は
『
タ
イ
ス
』
初

読
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
一
九
一
〇
年
に
こ
だ
わ
り
、
ま
だ
一
八
歳
前
後
で

あ
っ
た
芥
川
の
、
多
方
面
に
及
ぶ
文
学
的
胚
胎
に
つ
い
て
そ
の
可
能
性
を
探
っ

た
次
第
で
あ
る
。

　

こ
の
『
タ
イ
ス
』
読
書
を
皮
切
り
に
芥
川
は
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
『
ア
ナ

ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
品
集
』
の
収
録
作
品
な
ど
を
通
し
て
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の

文
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
）
27
（

、
同
作
品
集
に
収
め
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
ン

夫
人
（M

rs. John Lane

）
訳
の
短
編
集
『
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
』
の
表
題
作
「
バ

ル
タ
ザ
ア
ル
」（
第
三
次
『
新
思
潮
』、
一
九
一
四
・
二
）
の
翻
訳
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
。
た
だ
、
こ
う
し
た
『
タ
イ
ス
』
読
書
以
後
の
芥
川
に
お
け
る
Ａ
・
フ

ラ
ン
ス
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
範
疇
を
超
え
る
た
め
、
別
稿
に
譲
る
こ

と
に
し
た
い
。

【
付
記
】　

本
稿
で
引
用
し
た
文
章
に
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
に
つ
い
て
は
適
宜
、
通
用
字
体
に

改
め
た
。
ま
た
、
本
稿
で
引
用
し
た
本
文
に
つ
い
て
「
仏
蘭
西
文
学
と
僕
」
は
『
芥

川
龍
之
介
全
集　

第
七
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
）、「
文
芸
的
な
、
余
り
に
文

芸
的
な
」
な
ら
び
に
「
西
方
の
人
」
は
『
芥
川
龍
之
介
全
集　

第
十
五
巻
』（
岩
波

書
店
、
一
九
九
七
）
に
拠
っ
た
。
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
日
本
近
代
文
学
館
の

芥
川
龍
之
介
文
庫
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。
許
可
を
頂
い
た
日
本
近
代
文
学
館
に

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

注

（
1
） 　

後
に
吉
田
精
一
編
『
芥
川
龍
之
介
研
究
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
五
八
）
に
収
録
。

（
2
） 　

以
下
、
本
稿
で
は
作
家
名
と
し
て
の
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
と
、
国
名
の
フ
ラ
ン

ス
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
を
指
す
場
合
は
「
Ａ
・
フ
ラ
ン

ス
」
と
表
記
す
る
。

（
3
） 　

根
津
は
戦
後
に
も
「
芥
川
龍
之
介
と
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
」（『
早
稲
田
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
一
九
輯
、
一
九
七
三
・
一
二
）
を
書
き
、
ゲ
ー
オ
ア
・
ブ

ラ
ン
デ
ス
（Georg Brandes

）
の
『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
』（A

natole France, 

W
illiam

 H
einem

ann, 

一
九
〇
八
）
や
ニ
コ
ラ
・
セ
ギ
ュ
ー
ル
（N

icolas Ségur

）

の
『
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
話
』（Conversations w

ith A
natole France, 

T
he Bodley H

ead, 

一
九
二
六
）
を
引
用
し
な
が
ら
、
再
び
芥
川
と
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス

の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
で
根
津
は
両
者
の
間
に
相
対
主
義
（rel-

ativism
e

）
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
考
察
を
深
め
て
い
る
。
た
だ
、
最

終
的
に
は
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
に
楽
観
性
、
芥
川
に
悲
観
性
と
い
う
対
照
を
見
出
し
て
、「
本

質
的
に
は
互
い
に
か
け
離
れ
た
作
家
」
と
結
論
し
て
お
り
、
両
者
の
類
似
よ
り
も
相
違

を
強
調
す
る
点
に
お
い
て
、
基
本
的
に
は
戦
前
の
論
を
踏
襲
し
て
い
る
。

（
4
） 　

原
題
は
、T

haïs

。
本
稿
で
扱
う
英
訳
三
冊
（
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
版
、
ロ
ー
タ
ス
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
版
）
も
原
題
を
そ
の
ま
ま
題
名
と

し
て
い
る
。
本
稿
で
は
芥
川
の
「
仏
蘭
西
文
学
と
僕
」
に
お
け
る
呼
称
で
あ
る
『
タ
イ

ス
』
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、『
タ
イ
ス
』
以
外
の
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
に

言
及
す
る
際
の
邦
訳
名
は
原
則
と
し
て
『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
小
説
集
』（
全
一

二
巻
、
白
水
社
、
二
〇
〇
〇
）
の
邦
訳
名
に
従
う
。
小
説
以
外
は
適
宜
、
邦
訳
名
を
付

け
る
。

（
5
） 　

安
田
保
雄
「
芥
川
龍
之
介
と
切
支
丹
」
吉
田
精
一
編
『
日
本
近
代
文
学
の
比
較
文
学

的
研
究
』
清
水
弘
文
堂
書
房
、
一
九
七
一
。

（
6
） 　

森
啓
祐
「
芥
川
龍
之
介
と
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
」『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』

第
三
七
巻
第
一
二
号
、
一
九
七
二
・
一
〇
。

（
7
） 　

広
瀬
朝
光
「
芥
川
龍
之
介
と
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
│
そ
の
関
連
性
に
つ
い
て
│
」

『
愛
知
大
学
国
文
学
』
第
一
四
号
、
一
九
七
三
・
一
二
。

（
8
） 　

本
多
文
彦
「
芥
川
龍
之
介
の
近
代
・
現
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
渉
猟
」『
埼
玉
大
学
紀
要
』
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第
三
八
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
二
・
九
。
芥
川
龍
之
介
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
関
わ
り
を
網

羅
的
に
研
究
し
た
も
の
で
あ
り
、「
11 

ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
」
で
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス

と
の
関
わ
り
を
論
じ
て
い
る
。

（
9
） 　

本
稿
で
は
以
後
、
芥
川
龍
之
介
文
庫
に
所
蔵
の
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
ダ
グ
ラ
ス
訳
『
タ

イ
ス
』（
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
、
一
九
〇
九
。
日
本
近
代
文
学
館
の
請
求
記
号
はA

/ 

189-25

）
を
、
手
沢
本
『
タ
イ
ス
』
と
呼
称
す
る
。

（
10
） 　

唄
修
「
日
本
に
お
け
る
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
比
較
文
学
的
考
察
│

資
料
を
通
し
て
見
た
そ
の
移
植
過
程
（
Ⅰ
）
│
」『
成
城
文
芸
』
第
三
〇
号
、一
九
六
二
・

七
。
ま
た
本
論
文
に
は
末
尾
に
「（
十
四
）
日
本
に
お
け
る
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス

関
係
文
献
目
録
〔
明
治
四
一
年
ま
で
〕」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）

年
ま
で
の
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
に
お
け
る
紹
介
の
状
況
に
詳
し
い
。

（
11
） 　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
芥
川
龍
之
介
全
集　

第
七
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
）

の
「
仏
蘭
西
文
学
と
僕
」
の
注
解
な
ど
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
12
） 　

篠
塚
真
木
は
「
最
初
に
日
本
人
の
読
者
の
前
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
ア
ナ
ト
ー
ル
＝
フ

ラ
ン
ス
の
作
品
」
が
ロ
ー
タ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
『
タ
イ
ス
』
で
あ
っ
た
と
し
た
う

え
で
、「
中
学
五
年
生
で
あ
っ
た
芥
川
は
、
す
で
に
こ
の
読
者
の
中
に
参
加
し
て
い
る
」

と
述
べ
、
芥
川
が
ロ
ー
タ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
で
『
タ
イ
ス
』
を
読
ん
だ
と
受
け
取

れ
る
記
述
を
し
て
い
る
（「
芥
川
竜
之
介
の
創
作
と
ア
ナ
ト
ー
ル
＝
フ
ラ
ン
ス
」
成
瀬

正
勝
編
『
大
正
文
学
の
比
較
文
学
的
研
究
』
明
治
書
院
、
一
九
六
八
）。
ま
た
、
芥
川

と
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
で
は
な
い
も
の
の
、
田
村
道
美
も
ロ
ー
タ

ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
「
芥
川
龍
之
介
が
こ
の
叢
書
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
『
タ
イ
ス
』
を
読
ん
だ
こ
と
は
，
芥
川
研
究
家
の
間
で

は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（「
野
上
弥
生
子
と
「
ロ
ー
タ
ス
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」（
一
）」『
英
学
史
研
究
』
第
三
一
号
、
一
九
九
八
、
出
版
月
不
明
）。

（
13
） 　

補
足
と
し
て
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
版
『
タ
イ
ス
』
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

本
書
は
五
〇
〇
部
限
定
の
出
版
物
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
挿
絵
画
家
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
ァ

ン
・
メ
ー
レ
（M

artin van M
aële

）
に
よ
る
二
一
葉
の
挿
絵
が
つ
い
て
い
た
。
キ
ャ

リ
ン
ト
ン
は
一
般
に
エ
ロ
テ
ィ
カ
（
性
愛
作
品
）
や
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
（
猥
褻
作
品
）

の
出
版
で
知
ら
れ
て
お
り
、
挿
絵
を
描
い
た
フ
ァ
ン
・
メ
ー
レ
も
エ
ロ
テ
ィ
カ
の
挿
絵

で
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。『
タ
イ
ス
』
の
挿
絵
も
本
文
と
は
関
係
な
い
性
的
な
内
容

が
描
き
込
ま
れ
る
な
ど
、
エ
ロ
テ
ィ
カ
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
た
出
版
物
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
こ
の
挿
絵
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
のErotica Bibliophile

（w
w
w
.eroticabibliophile.com

）
で
一
覧
を
確
認
で
き
る
（
二
〇
二
五
年
七
月
現
在
）。

本
稿
で
は
詳
述
す
る
余
裕
が
な
い
が
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
か
ら
『
タ
イ
ス
』
の
よ
う
な

古
典
的
作
品
に
及
ぶ
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
多
様
な
出
版
活
動
に
つ
い
て
は
、

D
ouglas, Paul. “Charles Carrington and the Com

m
erce of the Risque. ” 
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に
詳
し
い
。

（
14
） 　

以
下
、『
タ
イ
ス
』
の
篇
名
、
登
場
す
る
人
名
・
地
名
等
は
水
野
成
夫
訳
『
ア
ナ
ト
ー

ル
・
フ
ラ
ン
ス
小
説
集
３

《
新
装
復
刊
》
舞
姫
タ
イ
ス
』（
白
水
社
、
二
〇
〇
〇
）
の

表
記
に
従
う
。

（
15
） 　

水
野
和
一
訳
『
タ
イ
ス
』（
警
醒
社
、
一
九
一
五
）
の
「
訳
者
序
」
よ
り
。

（
16
） 　

前
掲
、
水
野
和
一
訳
『
タ
イ
ス
』
の
上
田
敏
に
よ
る
「
序
」
よ
り
。

（
17
） 　

手
沢
本
『
タ
イ
ス
』
の
本
文
末
尾
（
二
三
四
頁
）
に
は
「5th June 1910. in K

at-

suura

」
と
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
一
九
一
〇
年
六
月
五
日
に
避
暑
・
海
水
浴
で
訪
れ

て
い
た
千
葉
県
勝
浦
で
『
タ
イ
ス
』
を
読
了
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
） 　
『
芥
川
龍
之
介
全
集　

第
十
七
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
）、
書
簡
番
号
23
。

（
19
） 　

手
沢
本
『
タ
イ
ス
』
で
筆
者
が
実
際
に
確
認
し
た
下
線
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①

一
三
頁
・
一
二
行
目
、
②
二
四
頁
・
一
三
│
二
五
行
目
、
③
五
一
頁
・
一
五
│
一
七
行

目
、
④
五
三
頁
・
一
六
│
一
九
行
目
、
⑤
八
五
頁
・
一
五
│
一
六
行
目
、
⑥
一
一
五
頁
・

五
│
一
〇
行
目
、
⑦
一
一
八
頁
・
二
七
行
目
か
ら
一
一
九
頁
・
七
行
目
、
⑧
一
二
二
頁
・

一
四
行
目
か
ら
一
二
三
頁
・
二
行
目
、
⑨
一
二
三
頁
・
一
九
行
目
か
ら
一
二
四
頁
・
九

行
目
、
⑩
一
三
八
頁
・
一
│
六
行
目
、
⑪
二
一
三
頁
・
一
│
三
行
目
、
⑫
二
一
四
頁
・

一
六
│
二
四
行
目
、
⑬
二
一
八
頁
・
一
六
│
一
九
行
目
、
の
計
一
三
箇
所
。
頁
を
跨
ぐ

下
線
は
一
箇
所
と
し
て
数
え
た
。
単
語
の
書
き
入
れ
を
含
め
た
手
沢
本
『
タ
イ
ス
』
の

書
き
入
れ
が
あ
る
頁
数
に
つ
い
て
は
、『
芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
海
外
文
学
受
容　

旧

蔵
書
越
し
に
見
え
る
風
景
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
二
五
）、
三
七
四
│
三
七
六
頁
に
掲
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載
の
表
を
参
照
。

（
20
） 　

但
し
、
筆
者
が
手
沢
本
『
タ
イ
ス
』
で
確
認
し
た
下
線
の
多
く
は
、
肉
眼
で
何
と
か

視
認
で
き
る
程
度
の
薄
さ
で
引
か
れ
て
お
り
、
後
か
ら
消
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に

も
見
え
る
。
そ
の
た
め
、
消
さ
れ
た
下
線
の
う
ち
筆
者
が
肉
眼
で
確
認
で
き
な
か
っ
た

も
の
が
あ
る
可
能
性
を
言
い
添
え
て
お
く
。

（
21
） 　

手
沢
本
『
タ
イ
ス
』
の
頁
数
、
以
下
同
じ
。

（
22
） 　

前
掲
『
芥
川
龍
之
介
全
集　

第
十
七
巻
』、
書
簡
番
号
26
。

（
23
） 　

前
掲
『
芥
川
龍
之
介
全
集　

第
十
七
巻
』、
書
簡
番
号
24
。

（
24
） 　

前
田
敬
作
・
山
中
知
子
訳
、
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
『
黄
金
伝
説
４

』（
平

凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
六
）
の
「
遊
女
聖
タ
イ
シ
ス
」
の
記
述
を
参
照
。

（
25
） 　

前
掲
、
安
田
保
雄
「
芥
川
龍
之
介
と
切
支
丹
」。

（
26
） 　

松
原
秀
一
『
異
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
一
、

四
五
│
五
二
頁
。
但
し
、
芥
川
龍
之
介
文
庫
に
所
蔵
の
英
訳
本
『
黄
金
伝
説
』、
即
ち

一
九
一
四
年
にCam

bridge U
niversity Press

よ
り
刊
行
さ
れ
たT

he G
olden 

Legend Lives of the Saints

（
日
本
近
代
文
学
館
の
請
求
記
号
はA

/270

）
は

George V
. O

’N
eill

の
編
集
に
よ
る
抄
本
で
あ
り
、
聖
女
タ
イ
ス
伝
は
収
録
さ
れ
て

い
な
い
。
よ
っ
て
松
原
の
推
論
が
成
立
す
る
に
は
、
こ
の
旧
蔵
書
以
外
で
芥
川
が
『
黄

金
伝
説
』
を
読
ん
だ
可
能
性
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。

（
27
） 　

芥
川
龍
之
介
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス
の
作
品
、
書
簡
集
、
評
伝
は

計
三
八
点
に
及
ぶ
（
日
本
近
代
文
学
館
の
請
求
番
号
で
はA

/56, A
/184, A

/185, 

A
/186, A

/187, A
/188, A

/189-1

か
らA

/189-30, A
/195, A

/460

が
該
当
）。
そ

れ
ら
は
全
て
英
訳
ま
た
は
英
語
で
書
か
れ
た
書
籍
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
三
四
点
が
ボ

ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
近
代
文
学
館
以
外
の
旧
蔵
書

に
も
触
れ
て
お
く
と
、
澤
西
祐
典
は
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵
の
堀
辰
雄
文
庫
中
、
芥

川
の
旧
蔵
書
と
し
て
五
点
の
書
籍
を
同
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
三
点
が
Ａ
・
フ
ラ

ン
ス
の
英
訳
書
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
全
て
ボ
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
ド
の
刊
行
物
で
あ
る
（
前

掲
『
芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
海
外
文
学
受
容　

旧
蔵
書
越
し
に
見
え
る
風
景
』、
二
〇

頁
）。


